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３月２５~２６日、都内においてＪＲ連合青年女性役員研修会を開催し、両日ともリモート併用として全国か

ら約４０名が参集し貨物連合からは３名が参加しました。研修会には大変お忙しい中、立憲民主党代表泉

健太議員が駆けつけて下さり、激励のメッセージを頂きました。 

 

１日目は、国会見学を行い、その後、ＪＲ連合荻山会長より、安全課題・政策活動・組織課題・ＪＲ産業の

転換期等について講義を頂き、２日目は、グループディスカッションを行い「ＪＲ連合の将来を担う青年女

性役員として必要なこと」について話し合いを行いました。 

 

コロナによりＪＲ産業は大打撃を受け、将来を不安視する声が多くなっています。今一度、労働組合の

必要性を学び、世話役活動の大切さを役員全体で共有していくことが重要と感じました。 

 今回、約３年ぶりの開催となりましたが、多くの仲間と交流することにより、多くの問題や課題が浮き彫り

になりました。コロナ収束はまだまだ先になりそうですが、一つ一つ問題解決に向け取り組んでいきたいと

思います。 

 

    
      荻山会長による講義                泉健太議員 


